
  
 

一

 
 

 

司
法
試
験
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

司
法
試
験
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
予
備
試
験
の
う
ち
一
般
教
養
科
目
に
つ
い
て
行
う
短
答
式
に
よ
る

筆
記
試
験
及
び
論
文
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
免
除
す
る
。 

 

一 

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
学
士
の
学
位
を
得
る
の
に
必
要
な
一
般
教
養
科
目
の
学
習
を
終
わ
つ
た
者 

 

二 

旧
高
等
学
校
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
九
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
高
等
科
、
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三

百
八
十
八
号
）
に
よ
る
大
学
予
科
又
は
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
を
卒
業

し
、
又
は
修
了
し
た
者 

 

三 

旧
高
等
試
験
令
（
昭
和
四
年
勅
令
第
十
五
号
）
に
よ
る
高
等
試
験
予
備
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
そ
の
免
除
を
受
け
て

い
た
者 

 

四 

前
三
号
に
該
当
す
る
者
の
ほ
か
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
三
号
に
該
当
す
る
者
と
同
等
以
上
の
教
養

と
一
般
的
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者 



 

  
 

二

 
第
六
条
中
「
前
条
第
五
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
六
項
第
四
号
」
を
加
え
る
。 

 
 

 
附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
司
法
試
験
法
第
五
条
第
六
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
司
法

試
験
予
備
試
験
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
五
年
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
司
法
試
験
予
備
試
験
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。 

２ 

法
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
司
法
試
験
法
第
五
条
第
六
項
第
四
号
の
法
務
省
令
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
司
法
試
験
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 
 



  
 

三

 
 

 
 
 

理 

由 

 

大
学
に
お
い
て
学
士
の
学
位
を
得
る
の
に
必
要
な
一
般
教
養
科
目
の
学
習
を
終
わ
っ
た
者
等
に
対
し
て
、
司
法
試
験
予
備
試

験
の
う
ち
一
般
教
養
科
目
に
つ
い
て
行
う
短
答
式
に
よ
る
筆
記
試
験
及
び
論
文
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
免
除
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


